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論 文 審 査 結 果 の 要 旨
　高山弘子氏の学位申請論文は、これまで明らかにされていなかった格助詞に見られる交替のメカニズムに
着目し、日本語母語話者に見られる「に」と「を」の交替のプロセスや中国語を母語とする日本語学習者に
見られる「に」または「を」の誤用の実態を明らかにした上で、「に」と「を」の交替のメカニズムを解明
することを目的としている。
　本論文の最大の特徴は、大規模な日本語コーパスと大規模な中国語母語話者日本語学習者の作文コーパス
を駆使し、日本語学習者の誤用との対照という視点も取り入れ、明快な論述で、「に」と「を」の交替のプ
ロセスとメカニズムを解明したことであろう。以下において、本論文のオリジナリティと独創性を中心に審
－ 6 －
査の結果をまとめる。
１．「に」と「を」の交替条件の明示化
　日本語母語話者に見られる「に」と「を」の交替の範囲と条件は、「に」と「を」の交替のメカニズムを
明らかにするための必要不可欠の前提である。本論文は、どのような類型の動詞やどのような類型の「対象」
なら交替が生じるか、また、関与度、影響度、焦点化などがどのように「に」と「を」の交替に関わってい
るかといった交替条件を見いだし、明示化したことに成功したものと考えられる。これにより、これまでケー
スバイケースの個別事象の究明から脱皮し、一般化を求めるルールの究明に前進したと言えよう。
２．「に」と「を」の交替のメカニズムの究明
　「に」と「を」の交替のメカニズムの究明は非常に難しい課題である。本論文はまず先行研究を丁寧に精査し、
的確に分析を行い、次に先入観に左右されず、膨大なデータを駆使し用例を集め、丁寧に解析を行った上で、
これまで指摘されていなかった「に」と「を」の交替の条件を明らかにした。さらに日本語学習者の誤用例
との対照を進めながら、明らかになった「に」と「を」の交替の条件を手がかりに「に」と「を」の交替の
メカニズムを究明した。研究の手順が論理的であり、かつデータ分析も理に適っていることから、究明され
た「に」と「を」の交替のメカニズムの結論は首肯できるものと言っても過言ではないであろう。
３．学習者の「に」と「を」の誤用原因の究明
　日本語母語話者では、同一の動詞において、「に」も「を」も取りうるにもかかわらず、中国語母語話者
の日本語学習者の用例では、「に」か「を」の二者択一の現象が生じている。つまり、統語論的には「に」
でも「を」でも成り立つのに対し、実際の使用においては、「に」を「を」に、「を」を「に」にといったよ
うに1つしか選択できないという現象が生じている。この現象から、「に」と「を」の交替が恣意的なもので
はなく、制約を受けるものであるということがわかる。学習者の誤用から観察するというこれまでなかった
研究視点が非常にすぐれており、「に」と「を」の交替のメカニズムの究明に決め手となり、大いに評価し
たい。
　本論文は、日本語の「に」と「を」の交替のメカニズムを解明することを試みるものである。この試みに
ついては、審査員一同が高く評価している。全体的な構成についても、論理的であり、合理性のあるものと
認められた。特に、日本語母語話者の実例との対照研究の観点から、「に」と「を」の交替に関する詳細な
分析とメカニズムの解明を行ったことについては、高山弘子氏の独創的な知見が見られ、ほぼ成功している。
また、使用されているデータも豊富で、論証も綿密であり、結論についても首肯できるものである。さらに、
本研究は、日本語の研究においても、日本語教育の研究や第二言語習得の研究においても、非常に重要でか
つ必要であるので、先駆的研究であると言えよう。
　このように、高山弘子氏の学位申請論文は極めて高い学術内容を持つものであるが、問題点が一切ないと
いうわけではない。特に統語レベルと意味レベルでの「対象」の捉え方の乖離やそれが「に」と「を」の選
択への影響などを明らかにして初めて、「に」と「を」の交替のメカニズムの核心に迫ることになるであろう。
これらの問題点は、今後の課題となるが、本論の博士学位請求論文としての価値を損なうものでは決してない。
以上、審査員４名は高山弘子氏の論文を慎重に審査し、2017年６月17日に行った口頭試問の結果を併せて協
議した結果、高山弘子氏の論文が博士（言語コミュニケーション文化）の学位を授与するに相応しいもので
あると判断するに至り、ここに報告するものである。
